動脈系化学受容器の内因性および外因性環境変化に対する適応 by 磯中 理沙 et al.
−149−
動脈系化学受容器の内因性および外因性環境変化に対する適応




Risa  ISONAKA*,  Tadashi  KAWAKAMI,*  Yoshio  YAMAMOTO**




































た。 一次抗体には、anti-SP（Cambridge Res. 
Biochem., 1：2000）、anti- CGRP（Cambridge 
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平成 25年度科学研究費（基盤研究 C） 助成によ
り行なわれた。
図１． 低酸素暴露に対するラット頚動脈小体におけるペプチド性神経線
維の分布密度の動態（CONT：コントロール群、HYP：低酸素暴露群）．
図２． 高血圧動物（SHR）の頚動脈小体におけるペプチド性神経線維の分
布密度（NWR，WKY：コントロール群、SHR：高血圧群）．
